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Optical coherence tomography (OCT) is a non-invasive technique to investigate the microstructure 
of biological tissue and used for diagnosing retinal diseases like glaucoma and diabetes. OCT is based 
on low-coherent interferometry, and so speckle noise degrades the quality of OCT images. The purpose 
of this study is to improve image quality and extract optic nerve head which has a close relationship 
with glaucoma. The proposed system uses de-noising and contrast enhancement techniques which are 
based on wavelet transform, and binary image processing of extraction of optic nerve head. The wavelet 
de-noising method could yield better contrast than the general smoothing results, and wavelet contrast 
enhancement sharpened image feature. The binary image processing could extract visible optic nerve 
head, but some parameters have been set manually in the binary process. 








る. 主な網膜疾患には, 糖尿病網膜変性症, 加齢性黄斑
変性症, 白内障, 緑内障が代表的な例である. 中でも緑














































































エッジ位置を識別するために, 任意の X 軸上で Y 軸
方向のプロファイルをとる. そのプロファイルを画像上
端側から走査し, 特定の閾値を初めて上回ったインデク
ッスをその X におけるエッジ位置とする. この例で使用
した画像に対しては閾値を 25000 とした. プロファイル
を取る段階で, オリジナル画像はノイズが強いため, 移
動平均フィルターをかけ平滑化する(フィルターサイズ




図 1 左:OCT の平滑化画像 右:プロファイル(x=10) 
 
しかし, 局所的に大きなノイズ等の影響が残りうるた
















1. 原画像を x 方向に 1pixel,y 方向に 1pixel, 対角方向
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ここで
jB は Bayes shrink 法によって得られたレベル j 




















































レットのレベル毎にかける重みを変える. レベル 1 には
2 倍の重みをかけ, レベルを上げるにつれ, かける重み
を小さくする. ウェーブレットをレベル j までかけると






























像には 91 のフィルターサイズで行った. 




3. 2 で得られた二値画像の濃度値 255 の画素に対し
て,4 近傍ラベリングを行い, 領域分けをする. 得られた
ラベル画像で, 面積数が 20 ピクセルに満たないラベル
領域は削除し,20 ピクセル以上のラベル領域の濃度値を
255 とする. 
4. 3 で得られた画像で, 全てのラベル領域に対して 8 
近傍ダイレーションをかける. 
5. 3 と 4 で得られた画像の濃度値 0 に対して,4 近傍
ラベリングを行い, 面積数が 20 ピクセル以下 500 ピク
セル以上の領域を削除し , それ以外の領域の濃度値を
255 とし,2 つの画像の和集合をとる. 
6. XZ 平面のスライスに ROI を設定する.XY 平面の
全てスライスにおいて, 全ての X でエッジ位置の識別
を行い, 最も低いエッジ位置と高いエッジ位置の中央位
置を境界ラインとする. 境界ラインよりも深い位置のエ
ッジ位置に対して, 最も X が 0 に近いものを ROI の左
端とし, 最も X が 512 に近いものを ROI の右端とする. 
この処理を XY 平面に行うことで ROI の X の範囲が設

















図 6 XY 平面で雑音除去した結果 
 
 




なっている図 7 の画像を使用した. 
 
 
図 8 コントラスト強調レベル 1 
 
 
図 9 コントラスト強調レベル 6 
 
 




強調が高い図 10 の強調レベル 8 のものを使用した.原画
像から二値画像を生成した結果にはノイズが表れる.そ
のノイズを削除するための提案手法(4).4 までの行った





したものが図 13 である. 
 
  








図 13 左:ROI 設定後 右:マッピングした結果 
 
 結果として得られた視神経乳頭孔の領域数は 50 であ
った.参考のために手動で視神経乳頭孔を抽出した.人間
の目視で作ったデータでは視神経乳頭孔と思われる領域
は 30 であった. 
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